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5,290

地域づくり組織や市民公益活動団体等と協働で行う美化活動の
参加者数　（人）

66.4

目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

清掃活動や自然保護活動により、名張市の環境が良くなってい
ると感じる市民の割合　（％）

・「名張クリーン大作戦」及び「名張市管理職職員等による美化行動」など恒例の美化活動について、実施方法を一部変更するなど工夫し感
染予防を徹底しながら実施しました。各地区・団体等が独自で実施している美化行動に対し、物品（ボランティア袋やかなばさみ等）の貸与
により支援しました。
・市内の小学校や企業等からの依頼によりごみの出し方・分け方やチッパー車での破砕実演など８件の環境学習会を実施し、環境意識を高め
る機会を作りました。
・定期的なパトロールを実施し不法投棄の未然防止に努めました。不法投棄は犯罪であることから、不法投棄の現場を発見・特定した場合
は、警察に通報を行い、不法投棄の撤去や防止対策に向け連携した対応を行いました。
・八幡工業団地内の事業所との環境保全協定の見直しを完了しました。
・環境保全協定を結んでいる事業所から計量証明書等により提出された、水質・大気・振動・土壌汚染など適正な事業・公害防止対策につい
ての情報を共有しました。
・「名張市あき地の雑草等の除去に関する条例」に基づき、不良あき地の所有者に対して、適正な管理をするよう通知・指導等を実施しまし
た。また、地域づくり組織と連携した啓発を行いました。
・ＹｏｕＴｕｂｅにごみの適正排出に関する啓発動画を作成し、分かりやすい啓発を行いました。
・「名張市太陽光発電設備の設置に係る手続に関する条例」に基づき、太陽光発電事業を実施する事業者の把握を行い、届出を受理しまし
た。

71.0

３．施策指標（目標）の達成状況

進捗率
基準値
（H29)

-

2018
(H30)

2019
(R1)

山本　有志

美しい自然に包まれ　快適に暮らせるまち

担当部局（室）名

○ 緑豊かな自然環境を大切に守り育て、人と自然が共生する潤いのあるまちづくりに取り組みます。
○ 「なばり快適環境プラン」及びその実施計画に基づき、市民の環境保全意識の醸成に努めるとともに、市民・事業者・行政が協働して、
環境保全に積極的に取り組みます。
○ 清掃活動等の美化運動を市民ぐるみで展開するなど、身近な環境美化意識を醸成するとともに、ごみのポイ捨て防止などマナーやモラル
の向上、不法投棄防止対策に取り組み、清潔で美しいまちづくりを目指します。
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１．施策の基本方針（目指す将来像）

目標 -

成果 15

68.8

２．令和３年度の取組内容及びその成果

環境教育の推進　（回）

67.8

- -

3,658

6,000

11

施策評価管理シート

施　　策

1

1

基本施策

政　　策 2施
策
体
系 環境保全

良好な地域環境づくり

地域環境部

部局長名

- - -

4,928 4,999 0

・地域づくり組織や市民公益活動団体等と協働で清掃・美化行動が実施できるよう協力体制を整え、名張クリーン大作戦やその他環境美化行
動への参加者の拡大に繋ぐことで、清潔で美しい街づくりを目指します。
・インターネットなども活用しつつ環境学習会を重ねることで、学校や地域づくり組織を快適に暮らせるまちづくりのための新たな情報発信
源とし、市民への更なる啓発を目指します。
・あき地の所有者に対して適切な通知・指導を行うことで、市民が快適に暮らせる環境づくりを目指します。また、不適正な管理を行われて
いるあき地について、地域づくり組織との連携による啓発、点数化を行う仕組みづくりなどを行い、公平公正な指導を行うとともに業務の効
率化を進めます。
・「名張市太陽光発電設備の設置に係る手続に関する条例」については、事務の手引きなどを作成し、現地確認や地域住民への説明の実施確
認などを徹底します。また、地域づくり組織などと連携し、新設事業者の把握に努めます。

2020
(R2)

2022
(R4)

４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・コロナ禍の影響により、令和３年度同様に「名張クリーン大作戦」や「名張市管理職職員等による美化行動」については、密を避けた開催
方法などを工夫することにより実施するとともに、地域独自の清掃活動について、ごみ袋の提供やごみ収集などの支援を行う必要がありま
す。
・環境学習会については、小中学校や地域づくり組織を中心に、実施の回数・内容のさらなる充実を図るとともに、コロナ禍の影響などを考
慮し、非接触型の学習会を進めていく必要があります。
・あき地の雑草等の除去については、あき地の所有者に適正な管理を実施してもらうため、繰り返し啓発をする必要があるとともに、行政代
執行までに係る事務の流れを整理する必要があります。
・「名張市太陽光発電設備の設置に係る手続に関する条例」に基づき、太陽光発電事業を実施する事業者を把握し、適正な管理をするよう求
める必要があります。
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５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和４年度以降）

目標 -

成果

- -

-

2021
(R3)
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＊R3決算額が事業費1,000千円以上の事務事業を掲載しています（施設等維持管理、内部管理事務の事業を除きます）。
＊R4予算は、R4.4.1時点での金額を記載しています。（R3からの繰越額含む。）
＊R4予算のみ金額が記載されている事務事業（新規事業）は、R4の事業内容（計画）を記載しています。

施策を構成する主な事務事業

単位：千円

会計 事務事業名 部局名 室名 令和3年度内容
R3決算額
（見込）

うち
一般財源

R4予算額

一
般

環境衛生費 地域環境部 環境対策室

飼い主不明の死亡した犬の処理のほか、狂犬病予防
法に基づき犬の予防接種、犬の登録管理を行いまし
た。また、空き地所有者に対して適正管理の指導を
行いました。
・犬の登録　343件
・狂犬病予防注射　3,344件
・迷い犬一時保護　2件
・蜂の防護服貸出　28件
・あき地雑草対策状況調査委託　1,736件
　6月通知発送1,451件、条例に基づく文書発送0件、
　対応件数1,071件（383区画）
・特定外来生物駆除　21件
・死亡した小動物の処理　72件
・太陽光発電設備届出
　事業計画届出　11件
　既設置届　1件

2,869 748 3,886

一
般

環境対策一般
経費

地域環境部 環境対策室

市民、事業所、行政全体でCO2の削減や省エネルギー
の啓発を行いました。また、環境施策の推進・啓発
の取組を行いました。
・交通騒音常時監視業務、大気水質等の環境調査
・急速充電器保守点検委託　439千円
・行事での啓発物の展示（やなせ宿等）
・簡易水質調査（任意）　12回
・地球温暖化対策（エコ通勤、クールビズ・ウォー
ムビズの取組実施）
・環境保全協定書の改定（八幡工業団地）

2,460 1,787 3,444

一
般

環境保全型農
業直接支援対
策事業

産業部 農林資源室

環境保全の効果の高い営農活動を行う農業者等に対
し、支援を行いました。
・ゆうき伊賀の里　4人
・伊賀有機農業推進協議会　2人

1,300 321 1,367


